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特定技能１号のポイント

特定技能２号のポイント

○ 深刻化する人手不足への対応として、生産性の向上や国内人材の確保のための取組を行ってもなお人材を確保することが
困難な状況にある産業上の分野に限り、一定の専門性・技能を有し即戦力となる外国人を受け入れるため、在留資格「特定
技能１号」及び「特定技能２号」を創設（平成３１年４月から実施）

○ 特定技能１号：特定産業分野に属する相当程度の知識又は経験を必要とする技能を要する業務に従事する外国人向けの
在留資格

○ 特定技能２号：特定産業分野に属する熟練した技能を要する業務に従事する外国人向けの在留資格

特定産業分野：介護、ビルクリーニング、素形材・産業機械・電気電子情報関連製造業、建設、
（１２分野） 造船・舶用工業、自動車整備、航空、宿泊、農業、漁業、飲食料品製造業、外食業

（特定技能２号は下線部の２分野のみ受入れ可）

○ 令和４年４月末時点で７万３，５１２人が在留

○ 深刻化する人手不足への対応として、生産性の向上や国内人材の確保のための取組を行ってもなお人材を確保することが
困難な状況にある産業上の分野に限り、一定の専門性・技能を有し即戦力となる外国人を受け入れるため、在留資格「特定
技能１号」及び「特定技能２号」を創設（平成３１年４月から実施）

○ 特定技能１号：特定産業分野に属する相当程度の知識又は経験を必要とする技能を要する業務に従事する外国人向けの
在留資格

○ 特定技能２号：特定産業分野に属する熟練した技能を要する業務に従事する外国人向けの在留資格

特定産業分野：介護、ビルクリーニング、素形材・産業機械・電気電子情報関連製造業、建設、
（１２分野） 造船・舶用工業、自動車整備、航空、宿泊、農業、漁業、飲食料品製造業、外食業

（特定技能２号は下線部の２分野のみ受入れ可）

○ 令和４年４月末時点で７万３，５１２人が在留

【就労が認められる在留資格の技能水準】

特定技能以外の在留資格 特定技能の在留資格
在留期間

技能水準

家族の帯同

支援

日本語能力水準

１年、６か月又は４か月ごとの更新、通算で上限５年まで

試験等で確認（技能実習２号を修了した外国人は試験等免除）

生活や業務に必要な日本語能力を試験等で確認
（技能実習２号を修了した外国人は試験免除）

基本的に認めない

受入れ機関又は登録支援機関による支援の対象

３年、１年又は６か月ごとの更新

試験等での確認は不要

要件を満たせば可能（配偶者、子）

受入れ機関又は登録支援機関による支援の対象外

試験等で確認

在留期間

技能水準

家族の帯同

支援

日本語能力水準

在留資格「特定技能」について（概要）

受入れの上限 分野別に向こう５年間の受入れの上限を設定
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技能実習

（訓練）
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交
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（
法
務
大
臣
）

特定技能2号

２
号
試
験
等

（ 帰国 ）

特定技能1号

（３～５年間）

最長５年
在留期間の更新

無制限

建設分野における特定技能制度の概要

は建設分野における上乗せ規制

○建設分野における上乗せ規制の概要

１）業種横断の基準に加え、建設分野の特性を踏まえて国土交通大臣が定める特定技能所属機関（受入企業）の基準を設定

２）当該基準において、建設分野の受入企業は、受入計画を作成し、国土交通大臣による審査・認定を受けることを求める

３）受入計画の認定基準
①受入企業は建設業法第３条の許可を受けていること
②受入企業及び１号特定技能外国人の建設キャリアアップシステムへの登録
③特定技能外国人受入事業実施法人（ＪＡＣ）への加入及び当該法人が策定する行動規範の遵守
④特定技能外国人の報酬額が同等の技能を有する日本人と同等額以上、安定的な賃金支払い、技能習熟に応じた昇給
⑤賃金等の契約上の重要事項の書面での事前説明（外国人が十分に理解できる言語）
⑥１号特定技能外国人に対し、受入れ後、国土交通大臣が指定する講習または研修を受講させること
⑦国又は適正就労監理機関による受入計画の適正な履行に係る巡回指導の受入れ 等

は建設業としての内容を定めるもの技能検定
３級程度

技能検定１
級程度、
班長経験

並行審査が可能

在
留
資
格
の
審
査

（ルート①）

技能実習からの
移行

（ルート②）

技能試験等への
合格

○建設分野における「特定技能１号」の在留資格の取得方法

以下の２ルートのいずれかにより、「特定技能１号」の在留資格を得ることが可能。

①技能実習２号を良好に修了（又は技能実習３号を修了）
②以下の試験の両方に合格
(a)技能評価試験： 「技能検定３級」又は「建設分野特定技能１号評価試験」
(b)日本語試験 ： 「国際交流基金日本語基礎テスト」又は「日本語能力試験（N４以上）」

220616 差し替え



建築板金 内装仕上げ 表装

建築大工 コンクリート圧送

型枠施工 建設機械施工

鉄筋施工 トンネル推進工

とび 土工

屋根ふき 電気通信

左官 鉄筋継手

配管 吹付ウレタン断熱

保温保冷 海洋土木工

業務区分の整理の概要

業務区分整理

【見直し後】

○ 業務区分を３区分に統合し、業務範囲を拡大

○ 建設関係の技能実習職種を含む建設業に係る全て

の作業を新区分に分類

○ 特定技能外国人の安全性確保等の観点から、専門工

事業団体と特定技能外国人受入事業実施法人の連携に

より訓練・各種研修を充実

その他建設業に係る全ての作業
例：電気工事、塗装、防水施工 等

＋

旧業務区分（19区分）

【見直し前】

○ 業務区分が１９区分と細分化されており、

業務範囲が限定的

○ 建設業に係る作業の中で特定技能に含まれない

ものがあり、該当専門工事業団体等から特定技能の

対象に含めるよう要望あり

3.ライフライン・設備区分

1.土木区分

2.建築区分

例：コンクリート圧送 とび
建設機械施工 塗装等

例：建築大工 鉄筋施工 とび 屋根ふき
左官 内装仕上げ 塗装 防水施工等

例：配管 保温保冷 電気通信 電気工事等

【建設分野】業務区分の統合

※R４年８月３０日閣議決定



 

建設分野の２号特定技能外国人に求める「建設現場において複数の建設技能者を指導しながら作

業に従事し、工程を管理する者（班長）としての実務経験」について 

 

令和４年８月３０日 

国土交通省 

 

建設分野の２号特定技能外国人に求める「建設現場において複数の建設技能者を指導しながら

作業に従事し、工程を管理する者（班長）としての実務経験」及びその確認書類は、以下のとお

りとします。 

 

１．CCUSによる能力評価基準の設定のある職種 

（１）実務経験 

別表の「土木」、「建築」、「ライフライン・設備」業務区分に対応する建設キャリアアップシ

ステムの能力評価基準のある職種に係る能力評価基準のレベル３相当の「就業日数（職長＋班

長）」とする。 

  

（２）確認書類 

実務経験を確認する書類は、原則として、CCUS におけるレベル３の能力評価（レベル判定） 

結果通知書の写し又は２号特定技能外国人に求められる実務経験に係る申告書（分野参考様式

第６－３号。以下「申告書」）及び CCUS における技能者情報の表示画面の写し（就業日数（職

長及び班長）の分かる画面及び職種ごとの就業履歴数（職長及び班長）が分かる画面に限る。）

とする。 

建設キャリアアップシステムに蓄積されていない就業日数及び就業履歴数の証明方法につい

ては、分野参考様式第６－３号別紙の経歴証明書により確認することとする。なお、経歴証明

書については誓約欄まで正確に記入する必要がある。 

 

２．CCUSによる能力評価基準の設定のない職種 

（１）実務経験 

「就業日数（職長＋班長）が３年（勤務日数 645日）以上であること」とする。 

 

（２）確認書類 

 実務経験を確認する書類は、原則として、申告書及び CCUSにおける技能者情報の表示画面の

写し（就業日数（職長及び班長）の分かる画面及び職種ごとの就業履歴数（職長及び班長）が

分かる画面に限る。）とする。 

建設キャリアアップシステムに蓄積されていない就業日数及び就業履歴数の証明方法につい

ては、分野参考様式第６－３号別紙の経歴証明書により確認することとする。なお、経歴証明

書については誓約欄まで正確に記入する必要がある。 

 



別表

特定技能

業務区分 能力評価基準の呼称 能力評価実施団体
能力評価基準のレベル３に対応する
必要な就業日数（職⾧及び班⾧）

能力評価基準のレベル３に対応する
必要な就業日履歴数（職⾧及び班⾧）

基礎ぐい工事
全国基礎工事業団体連合会

日本基礎建設協会
１年（215日）以上 215以上

土工 日本機械土工協会 １年（215日）以上 215以上

発破・破砕 日本発破・破砕協会 １年（215日）以上 215以上

03 コンクリート圧送工 土木/建築 コンクリート圧送 全国コンクリート圧送事業団体連合会 １年（215日）以上 215以上

08 ボーリング工 土木/建築 グラウト 日本グラウト協会 １年（215日）以上 215以上

10 グラウト工 土木/建築 グラウト 日本グラウト協会 １年（215日）以上 215以上

土工 日本機械土工協会 １年（215日）以上 215以上

プレストレストコンクリート プレストレスト・コンクリート工事業協会 １年（215日）以上 215以上

13 地盤改良工事工 土木/建築 グラウト 日本グラウト協会 １年（215日）以上 215以上

プレストレストコンクリート プレストレスト・コンクリート工事業協会 １年（215日）以上 215以上

基礎ぐい工事
全国基礎工事業団体連合会

日本基礎建設協会
１年（215日）以上 215以上

発破・破砕 日本発破・破砕協会 １年（215日）以上 215以上

02 掘削工 土木/建築 基礎ぐい工事
全国基礎工事業団体連合会

日本基礎建設協会
１年（215日）以上 215以上

01 造園工 土木 造園 １年（215日）以上 215以上

02 造園修景工 土木 造園 １年（215日）以上 215以上

03 公園設備工 土木 造園 １年（215日）以上 215以上

04 植栽工 土木 造園 １年（215日）以上 215以上

05 芝張工 土木 造園 １年（215日）以上 215以上

06 植木職 土木 造園 １年（215日）以上 215以上

とび
日本建設躯体工事業団体連合会

日本鳶工業連合会
2年（430日）以上 430以上

橋梁 日本橋梁建設協会 １年（215日）以上 215以上

プレストレストコンクリート プレストレスト・コンクリート工事業協会 １年（215日）以上 215以上

06 くい打ち工 土木/建築 基礎ぐい工事
全国基礎工事業団体連合会

日本基礎建設協会
１年（215日）以上 215以上

07 土止め工 土木/建築 エクステリア 日本エクステリア建設業協会 １年（215日）以上 215以上

07 石工 01 石工 土木/建築 エクステリア 日本エクステリア建設業協会 １年（215日）以上 215以上

能力評価

建設キャリアアップシステム 能力評価対象職種一覧（2022年8月30日現在）

11 土工

土木/建築

01 特殊作業員

01 特殊作業員

CCUSの技能者登録上の職種コード

大分類コード番号
及び大分類

小分類コード番号及び小分類
（※就業履歴の蓄積対象となる職種分類）

土木/建築

06 とび工

01 とび工

04 造園工
日本造園建設業協会

日本造園組合連合会

02 普通作業員

01 普通作業員 土木/建築

土木/建築
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特定技能

業務区分 能力評価基準の呼称 能力評価実施団体
能力評価基準のレベル３に対応する
必要な就業日数（職⾧及び班⾧）

能力評価基準のレベル３に対応する
必要な就業日履歴数（職⾧及び班⾧）

能力評価

建設キャリアアップシステム 能力評価対象職種一覧（2022年8月30日現在）
CCUSの技能者登録上の職種コード

大分類コード番号
及び大分類

小分類コード番号及び小分類
（※就業履歴の蓄積対象となる職種分類）

左官 日本左官業組合連合会 １年（215日）以上 215以上

エクステリア 日本エクステリア建設業協会 １年（215日）以上 215以上

01 電気工 ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 電気工事 日本電設工業協会 １年（215日）以上 215以上

08 火災報知器据付工 ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 消火設備 消防施設工事協会 １年（215日）以上 215以上

鉄筋 全国鉄筋工事業協会 3年（645日）以上 645以上

プレストレストコンクリート プレストレスト・コンクリート工事業協会 １年（215日）以上 215以上

02 鉄筋圧接工 建築 圧接 全国圧接業協同組合連合会 １年（215日）以上 215以上

建築塗装 日本塗装工業会 １年（215日）以上 215以上

外壁仕上 日本外壁仕上業協同組合連合会 １年（215日）以上 215以上

建築塗装 日本塗装工業会 １年（215日）以上 215以上

外壁仕上 日本外壁仕上業協同組合連合会 １年（215日）以上 215以上

13 溶接工 01 溶接工 土木/建築/ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 基礎ぐい工事
全国基礎工事業団体連合会

日本基礎建設協会
１年（215日）以上 215以上

機械土工 日本機械土工協会 １年（215日）以上 215以上

発破・破砕 日本発破・破砕協会 １年（215日）以上 215以上

02 しゅんせつ工 土木 海上起重 日本海上起重技術協会 １年（215日）以上 215以上

03 コンクリートポンプ車運転工 土木 コンクリート圧送 全国コンクリート圧送事業団体連合会 １年（215日）以上 215以上

05 海上工事機械運転工 土木 海上起重 日本海上起重技術協会 １年（215日）以上 215以上

機械土工 日本機械土工協会 １年（215日）以上 215以上

海上起重 日本海上起重技術協会 １年（215日）以上 215以上

発破・破砕 日本発破・破砕協会 １年（215日）以上 215以上

07 くい打機運転工 土木 海上起重 日本海上起重技術協会 １年（215日）以上 215以上

08 クレーン運転工 土木 海上起重 日本海上起重技術協会 １年（215日）以上 215以上

18 さく岩工 01 さく岩工 土木 発破・破砕 日本発破・破砕協会 １年（215日）以上 215以上

20 トンネル作業員 01 トンネル工（普通作業員） 土木 トンネル 日本トンネル専門工事業協会 １年（215日）以上 215以上

橋梁 日本橋梁建設協会 １年（215日）以上 215以上

プレストレストコンクリート プレストレスト・コンクリート工事業協会 １年（215日）以上 215以上

23 橋りょう塗装工 01 橋りょう塗装工 土木 建築塗装 日本塗装工業会 １年（215日）以上 215以上

橋梁 日本橋梁建設協会 １年（215日）以上 215以上

プレストレストコンクリート プレストレスト・コンクリート工事業協会 １年（215日）以上 215以上

09 電工

10 鉄筋工
01 鉄筋工

08 ブロック工 01 ブロック工

03 吹付塗装工 土木/建築

12 塗装工

01 塗装工

土木

土木

24 橋りょう世話役 01 橋りょう世話役

22 橋りょう特殊工 01 橋りょう特殊工

14 運転手（特殊）

01 運転手（特殊）・建設機械運転工

06 掘削機械運転工

土木

土木

建築

土木/建築

土木/建築
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特定技能

業務区分 能力評価基準の呼称 能力評価実施団体
能力評価基準のレベル３に対応する
必要な就業日数（職⾧及び班⾧）

能力評価基準のレベル３に対応する
必要な就業日履歴数（職⾧及び班⾧）

能力評価

建設キャリアアップシステム 能力評価対象職種一覧（2022年8月30日現在）
CCUSの技能者登録上の職種コード

大分類コード番号
及び大分類

小分類コード番号及び小分類
（※就業履歴の蓄積対象となる職種分類）

26 高級船員 01 高級船員 土木 海上起重 日本海上起重技術協会 １年（215日）以上 215以上

27 普通船員 01 普通船員 土木 海上起重 日本海上起重技術協会 １年（215日）以上 215以上

型枠 日本型枠工事業協会 １年（215日）以上 215以上

プレストレストコンクリート プレストレスト・コンクリート工事業協会 １年（215日）以上 215以上

01 大工 建築 建築大工 0.5年（108日）以上 108以上

02 宮大工 建築 建築大工 0.5年（108日）以上 108以上

03 造作大工 建築 建築大工 0.5年（108日）以上 108以上

04 組立大工 建築 建築大工 0.5年（108日）以上 108以上

05 営繕大工 建築 建築大工 0.5年（108日）以上 108以上

06 木工 建築 建築大工 0.5年（108日）以上 108以上

07 大工（ツーバイフォー工法） 建築 建築大工 0.5年（108日）以上 108以上

08 外装大工 建築 建築大工 0.5年（108日）以上 108以上

09 大工(丸太組工法) 建築 建築大工 0.5年（108日）以上 108以上

01 左官工 建築 左官 日本左官業組合連合会 １年（215日）以上 215以上

建築塗装 日本塗装工業会 １年（215日）以上 215以上

左官 日本左官業組合連合会 １年（215日）以上 215以上

外壁仕上 日本外壁仕上業協同組合連合会 １年（215日）以上 215以上

左官 日本左官業組合連合会 １年（215日）以上 215以上

外壁仕上 日本外壁仕上業協同組合連合会 １年（215日）以上 215以上

建築塗装 日本塗装工業会 １年（215日）以上 215以上

33 型わく工 01 型わく工

建築

03 外壁仕上工 建築

34 大工

JBN・全国工務店協会

全国建設労働組合総連合

全国住宅産業地域活性化協議会

日本ツーバイフォー建築協会

日本木造住宅産業協会

日本ログハウス協会

プレハブ建築協会

35 左官

02 吹付工

土木/建築
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特定技能

業務区分 能力評価基準の呼称 能力評価実施団体
能力評価基準のレベル３に対応する
必要な就業日数（職⾧及び班⾧）

能力評価基準のレベル３に対応する
必要な就業日履歴数（職⾧及び班⾧）

能力評価

建設キャリアアップシステム 能力評価対象職種一覧（2022年8月30日現在）
CCUSの技能者登録上の職種コード

大分類コード番号
及び大分類

小分類コード番号及び小分類
（※就業履歴の蓄積対象となる職種分類）

01 配管工 ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 配管

日本空調衛生工事業協会

日本配管工事業団体連合会

全国管工事業協同組合連合会

１年（215日）以上 215以上

ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 配管

日本空調衛生工事業協会

日本配管工事業団体連合会

全国管工事業協同組合連合会

１年（215日）以上 215以上

ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 消火設備 消防施設工事協会 １年（215日）以上 215以上

03 配管工（冷暖房） ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 配管

日本空調衛生工事業協会

日本配管工事業団体連合会

全国管工事業協同組合連合会

１年（215日）以上 215以上

配管

日本空調衛生工事業協会

日本配管工事業団体連合会

全国管工事業協同組合連合会

１年（215日）以上 215以上

消火設備 消防施設工事協会 １年（215日）以上 215以上

05 配管工（プラント） ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 配管 １年（215日）以上 215以上

06 ボイラー設置工 ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 配管 １年（215日）以上 215以上

07 ポンプ設置工 ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 配管 １年（215日）以上 215以上

08 浄化設備工 ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 配管 １年（215日）以上 215以上

09 計装工（給排水衛生設備） ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 配管 １年（215日）以上 215以上

10 水道施設工 ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 配管 １年（215日）以上 215以上

11 消防施設工 ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 配管 １年（215日）以上 215以上

12 ガス器具取付工 ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 配管 １年（215日）以上 215以上

13 冷凍空調設備工 ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 冷凍空調 日本冷凍空調設備工業連合会 １年（215日）以上 215以上

ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備配管工（ガス）

日本空調衛生工事業協会

日本配管工事業団体連合会

全国管工事業協同組合連合会

36 配管工

02 配管工（給排水・衛生）

04
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特定技能

業務区分 能力評価基準の呼称 能力評価実施団体
能力評価基準のレベル３に対応する
必要な就業日数（職⾧及び班⾧）

能力評価基準のレベル３に対応する
必要な就業日履歴数（職⾧及び班⾧）

能力評価

建設キャリアアップシステム 能力評価対象職種一覧（2022年8月30日現在）
CCUSの技能者登録上の職種コード

大分類コード番号
及び大分類

小分類コード番号及び小分類
（※就業履歴の蓄積対象となる職種分類）

土木/建築 防水 全国防水工事業協会 １年（215日）以上 215以上

土木/建築 左官 日本左官業組合連合会 １年（215日）以上 215以上

土木/建築 防水 全国防水工事業協会 １年（215日）以上 215以上

土木/建築 建築塗装 日本塗装工業会 １年（215日）以上 215以上

土木/建築 外壁仕上 日本外壁仕上業協同組合連合会 １年（215日）以上 215以上

03 シート防水工 土木/建築 防水 全国防水工事業協会 １年（215日）以上 215以上

04 アスファルト防水工 土木/建築 防水 全国防水工事業協会 １年（215日）以上 215以上

建築 防水 全国防水工事業協会 １年（215日）以上 215以上

建築 建築塗装 日本塗装工業会 １年（215日）以上 215以上

建築 外壁仕上 日本外壁仕上業協同組合連合会 １年（215日）以上 215以上

土木/建築 防水 全国防水工事業協会 １年（215日）以上 215以上

土木/建築 建築塗装 日本塗装工業会 １年（215日）以上 215以上

土木/建築 外壁仕上 日本外壁仕上業協同組合連合会 １年（215日）以上 215以上

39 板金工 01 板金工 建築/ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 建築板金 日本建築板金協会 １年（215日）以上 215以上

左官 日本左官業組合連合会 １年（215日）以上 215以上

タイル張り 日本タイル煉瓦工事工業会 3年（645日）以上 645以上

道路標識・路面標示 全国道路標識・標示業協会 １年（215日）以上 215以上

41 サッシ工 01 サッシ工 建築 サッシ・カーテンウォール
日本サッシ協会

建築開口部協会
１年（215日）以上 215以上

42 屋根ふき工 01 屋根工 建築 左官 日本左官業組合連合会 １年（215日）以上 215以上

防水工

シーリング防水工

40 タイル工 01 タイル工 建築

06 ウレタン防水工

02 塗膜防水工

05

38 防水工

01
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特定技能

業務区分 能力評価基準の呼称 能力評価実施団体
能力評価基準のレベル３に対応する
必要な就業日数（職⾧及び班⾧）

能力評価基準のレベル３に対応する
必要な就業日履歴数（職⾧及び班⾧）

能力評価

建設キャリアアップシステム 能力評価対象職種一覧（2022年8月30日現在）
CCUSの技能者登録上の職種コード

大分類コード番号
及び大分類

小分類コード番号及び小分類
（※就業履歴の蓄積対象となる職種分類）

01 内装工 建築 内装仕上

全国建設室内工事業協会

日本建設インテリア事業協同組合連合会

日本室内装飾事業協同組合連合会

3年（645日）以上 645以上

02 内装仕上工 建築 内装仕上

全国建設室内工事業協会

日本建設インテリア事業協同組合連合会

日本室内装飾事業協同組合連合会

3年（645日）以上 645以上

04 軽鉄工 建築 内装仕上

全国建設室内工事業協会

日本建設インテリア事業協同組合連合会

日本室内装飾事業協同組合連合会

3年（645日）以上 645以上

06 ボード張り工 建築 内装仕上 3年（645日）以上 645以上

07 床張り工 建築 内装仕上 3年（645日）以上 645以上

08 壁装（クロス）工 建築 内装仕上 3年（645日）以上 645以上

11 フローリング工 建築 内装仕上 3年（645日）以上 645以上

12 二重床工 建築 内装仕上 3年（645日）以上 645以上

13 表具師 建築 内装仕上 3年（645日）以上 645以上

14 経師 建築 内装仕上 3年（645日）以上 645以上

15 ブラインド工 建築 内装仕上 3年（645日）以上 645以上

16 家具工 建築 内装仕上 3年（645日）以上 645以上

01 ガラス工 建築 硝子工事 3年（645日）以上 645以上

02 ガラスブロック工 建築 硝子工事 3年（645日）以上 645以上

02 シャッター工 建築 サッシ・カーテンウォール １年（215日）以上 215以上

03 鋼製建具工 建築 サッシ・カーテンウォール １年（215日）以上 215以上

04 カーテンウォール工 建築 サッシ・カーテンウォール １年（215日）以上 215以上

01 ダクト工（空気調和設備） 土木/建築 ダクト
日本空調衛生工事業協会

全国ダクト工業団体連合会
１年（215日）以上 215以上

土木/建築 建築塗装 日本塗装工業会 １年（215日）以上 215以上

土木/建築 外壁仕上 日本外壁仕上業協同組合連合会 １年（215日）以上 215以上

全国板硝子工事協同組合連合会

全国板硝子商工協同組合連合会

45 建具工
日本サッシ協会

建築開口部協会

43 内装工

全国建設室内工事業協会

日本建設インテリア事業協同組合連合会

日本室内装飾事業協同組合連合会

全国建設室内工事業協会

日本建設インテリア事業協同組合連合会

日本室内装飾事業協同組合連合会

46 ダクト工
03 塗装工（空気調和設備）

44 ガラス工
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特定技能

業務区分 能力評価基準の呼称 能力評価実施団体
能力評価基準のレベル３に対応する
必要な就業日数（職⾧及び班⾧）

能力評価基準のレベル３に対応する
必要な就業日履歴数（職⾧及び班⾧）

能力評価

建設キャリアアップシステム 能力評価対象職種一覧（2022年8月30日現在）
CCUSの技能者登録上の職種コード

大分類コード番号
及び大分類

小分類コード番号及び小分類
（※就業履歴の蓄積対象となる職種分類）

01 保温工 ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 保温保冷 １年（215日）以上 215以上

保温保冷 １年（215日）以上 215以上

ウレタン断熱 日本ウレタン断熱協会 １年（215日）以上 215以上

04 防露工 ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 保温保冷 １年（215日）以上 215以上

05 耐火被覆工（湿式） ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 保温保冷 １年（215日）以上 215以上

06 耐火被覆工（乾式） ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 保温保冷 １年（215日）以上 215以上

ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 建築塗装 日本塗装工業会 １年（215日）以上 215以上

ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 外壁仕上 日本外壁仕上業協同組合連合会 １年（215日）以上 215以上

ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 保温保冷 日本保温保冷工業協会 １年（215日）以上 215以上

01 建築ブロック工 建築 エクステリア 日本エクステリア建設業協会 １年（215日）以上 215以上

03 ALC工 建築 ＡＬＣ ＡＬＣ協会 １年（215日）以上 215以上

49 設備機械工 10 冷凍空調設備工 ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備 冷凍空調 日本冷凍空調設備工業連合会 １年（215日）以上 215以上

05 道路標識設置工 土木 道路標識・路面標示 １年（215日）以上 215以上

06 路面標示設置工(区画線工) 土木 道路標識・路面標示 １年（215日）以上 215以上

左官 日本左官業組合連合会 １年（215日）以上 215以上

エクステリア 日本エクステリア建設業協会 １年（215日）以上 215以上

11 運動施設工 土木 運動施設 日本運動施設建設業協会 １年（215日）以上 215以上

26 解体工 建築 発破・破砕 日本発破・破砕協会 １年（215日）以上 215以上

27 解体工（コンクリート工作物） 建築 発破・破砕 日本発破・破砕協会 １年（215日）以上 215以上

34 ＰＣ工 土木/建築 プレストレストコンクリート プレストレスト・コンクリート工事業協会 １年（215日）以上 215以上

37 切断穿孔工 土木/建築 切断穿孔 ダイヤモンド工事業協同組合 １年（215日）以上 215以上

40 仕上多能工 建築 左官 日本左官業組合連合会 １年（215日）以上 215以上

全国道路標識・標示業協会

10 エクステリア工（外構工）

耐火被覆工（塗装）

48 建築ブロック工

47 保温工

日本保温保冷工業協会

02 熱絶縁工

日本保温保冷工業協会

07

ﾗｲﾌﾗｲﾝ･設備

土木

52 その他（施工）
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